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 細胞培養液に非平衡大気圧プラズマ照射して作製するプラズマ活性培養液(Plasma Activated 

Medium: PAM)の抗腫瘍効果が報告され、1) プラズマ中への大気雰囲気巻き込みの反応が生成する

活性酸素・窒素種(RONS)の効果が示唆されている。2) PAM中 RONS濃度と大気雰囲気巻き込みの

影響を制御する目的で、ガス流なしにレーザー誘起プラズマを照射して作製する活性培養液

(Laser-generated Plasma Activated Medium: LPAM)について調べている。この LPAM中 RONS濃度を

計測し、NO2
－/H2O2 比が従来の PAM と比べて小さいことを確認した。3) 本報告では、LPAM 中

H2O2濃度を測り、抗腫瘍効果の関係性についても調べたので報告する。 

 Nd:YAGレーザー(Quanta Ray Pro 250, Spectra Physics, パルス周波数 30 Hz)の第 4高調波(266 nm)

をダルベッコ改変イーグル培地(DMEM; cat. no. 5796; Sigma)の気液界面に集光してレーザー誘起

プラズマを発生させ LPAM を作製した。LPAM中の H2O2

濃度を化学プローブ法により計測した。また UV/VIS 分光

計で吸光度を分析した。ヒト子宮頸がん細胞 HeLa(96well

プレートに 5000 細胞播種)の細胞生存率を細胞アッセイ

（テトラゾリウム塩(MTS)法）により計測した。 

 LPAM で 24 時間 HeLa 細胞を培養した細胞生存率は、

同濃度の H2O2 添加した DMEM の結果と比較すると、

LPAM で培養した方が低くなった。(Fig.1) このことは、

LPAM 内に生成した H2O2以外の成分にも抗腫瘍効果が示

唆された。LPAM には、300 nm 付近に吸収ピークがみら

れた。(Fig.2) 培養液成分が、レーザー誘起プラズマとの

反応で LPAM 中に生成する成分の抗腫瘍効果が考えられ

る。 
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Fig. 1 Compare cell viabilities of LPAM 

and H2O2 added DMEM. 

 

Fig. 2 Absorbance by laser-generated 

plasma irradiation to DMEM.  
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